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ホタルの飼育活動を通して       一宮市立浅井北小学校 校長 則竹佳子 

本校では，地域と連携した豊かな心を育むために，家庭や地域社会の願いを取り込みながら，独自の豊かな活

動を創造し展開しています。その中心を担っているのが，地域と協働したホタルの飼育活動です。「この地域に

も昔はホタルがいくらでもいた。ホタルを子どもたちに見せたい。」という地域の声・願いを背景に，平成１５

年度からスタートしました。当初から，地域に住む『平成ホタルの会』の日

置須務氏の協力を得て行っています。本校では，エサとなるタニシが容易に

手に入れやすく，以前はこの濃尾平野にも多く生息していたという「ヘイケ

ボタル」の飼育を行っています。はじめは，ホタルの飼育方法がよく分らず，

光を放つ成虫のホタルにまでなかなか育てられませんでしたが，今では産卵

→孵化→幼虫→さなぎ→成虫→交尾→産卵という 1 年のサイクルが，ホタル

池とホタル教室で軌道にのってきています。また，中庭にあるホタル池は，

地域の方，保護者，子ども，職員の手作業でつくったものです。 

 ホタルの飼育活動は，ホタル委員会の児童を中心に，6 月から翌年 4 月まで幼虫を育てます。そして，今年は

４月１６日に，日置氏とビオトープ士の川口邦彦氏の指導後，全校児童で育ててきた幼虫をホタル池に放流しま

した。その様子は、ＩＣＣケーブルテレビでも放送されました。池の中に放流された幼虫は，ホタル池の周りに

上陸し，さなぎになり，やがて成虫になります。６月７日にホタル観賞会を開催し，成虫となって幻想的な光を

放つホタルを，地域を中心とした１,０２０人の方に観ていた 

だくことができました。 

 ホタルの飼育活動を通して，地域の自然，人々とのかかわ 

りを深め，地域との絆づくりに努めていくとともに，将来に 

わたって自分が住む地域やふる里の良さに気づき，誇りと愛 

着を持てる児童を育んでいきたいと考えています。そして， 

本校のキャッチフレーズ 

「ホタルといっしょ とびかうあいさつ ぴかぴか笑顔」 

のように，ホタルが乱舞するように，いつも児童の笑顔が輝 

いている学校をめざしていきたいと思います。 

浅井町西浅井の伊藤広治さん、水防功労者感謝状を贈呈される 

 ５月２６日（日）、浅井町西浅井の伊藤広治さんが平成２５年度水防防

災訓練の会場で、永年にわたる地域水防功労者として谷市長より感謝状

を贈呈されました。伊藤さんは「昭和４７年西浅井の自警消防団長を引

き受けて以来４１年間にわたり地域防災の最前線に従事、昭和５８年９

月の台風１０号による浅井町北部浸水被害時の、故脇田広明市議の目覚

ましい活躍とその存在感が今も自分のよりどころになっている」と語る。 
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